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■COMPASS 

＊原点回帰に滲む政権の緊張感 岡本隆司 

＊「消費降級（レベル・ダウン）」説とその背景 細川美穂子 

＊タイ高速鉄道、日中協力を急ぐ前に 𠮷岡桂子 

＊非核化プロセス「促進者」へと踏み出した文在寅政権 西野純也 

■特集 米中パワーバランスの攻防 

＊米中貿易戦争と東アジアの経済連携 吉野文雄 

＊朝鮮平和協定の政治－共通の脅威と盟邦の統制 渡邊武 

■ON THE RECORD 

＊変動する東アジア情勢と日本の役割 中西寛 

■ASIA STREAM 

＊［中国の動向］（2018 年 9 月－10 月） 

痛烈中国批判のペンス演説で“米中新冷戦” 濱本良一 

＊［台湾の動向］（2018 年 9 月－10 月） 

民進党は統一地方選挙で苦戦の様相 門間理良 

＊［朝鮮半島の動向］（2018 年 9 月－10 月） 

非核化伴わぬ「制裁」の緩和は進むのか 本誌編集部 

■マカオは今〔48〕 

＊「国家安全」に邁進、すすむ三竃島研究 塩出浩和 

■Briefing Room 

＊改善基調も楽観できず（下）－中国人研究者に日中関係の展望を聞く 伊藤努 

■CHINA SCOPE  

＊「文創園区」に見る北京クリエイティブの未来 原口純子 

■チャイナ・ラビリンス〔175〕 

＊岐路に立つ中共中央？ 高橋博 

■新連載 ポスト人口ボーナスのアジア 〔2〕 

＊韓国における社会保障制度の行き詰まりと新たな試み 金成垣 

■New Publications on Asia 

  


